
 

 

 

 

 

 

 

「「「「住宅住宅住宅住宅再建再建再建再建推進協推進協推進協推進協いわていわていわていわて」」」」    

ニュースＮＯ．３（発行：１４年１０月３０日） 

（協議会事務局） 

岩手県生協連 

岩手県滝沢市土沢 220－3 

TEL）019－684-2225 

FAX）019－684-2227 

http://iwate.kenren-coop.jp 

署名の回収が急ピッチで進んでいます。署名の回収が急ピッチで進んでいます。署名の回収が急ピッチで進んでいます。署名の回収が急ピッチで進んでいます。    

各団体のみなさん！目標にむけてがんばろう！各団体のみなさん！目標にむけてがんばろう！各団体のみなさん！目標にむけてがんばろう！各団体のみなさん！目標にむけてがんばろう！    

「被災者生活再建支援制度の拡充を求める署名運動推進協議会いわて」（略称：住宅再建推進協いわて）

現在 20 団体（下線は世話人団体 5 団体と世話人）岩手県地域婦人団体協議会会長 瀬川愛子（代表世話人）／岩

手県協同組合間提携協議会会長 田沼征彦／東日本大震災津波救援・復興岩手県民会議代表世話人 東 幹夫／岩手県消費

者団体連絡協議会会長 高橋克公／岩手県生活協同組合連合会会長理事 加藤善正／岩手県漁業協同組合連合会／岩手県

森林組合連合会／岩手県商工団体連合会  ／岩手県労働組合連合会（いわて労連）／岩手県自治体労働組合総連合／岩手

県民主医療機関連合会／岩手県医療労働組合連合会／農民運動岩手県連合会／岩手県農業協同組合労働組合／岩手県生活

と健康を守る会連合会／いわて生活協同組合／岩手県学校生活協同組合／平和・民主・革新の日本をめざす岩手の会（岩手

県革新懇）／岩手地域総合研究所／いわて生協労働組合  

署名回収数署名回収数署名回収数署名回収数 2222 万筆突破！万筆突破！万筆突破！万筆突破！    

いわて生協では、いわて生協では、いわて生協では、いわて生協では、1111 ヶ月でヶ月でヶ月でヶ月で 8,7768,7768,7768,776 筆筆筆筆    

 いわて生協では、10／21～24 職員中心に全店で

の店頭署名に取り組み、3 日間で 1817 筆もの署名

を集めました。「生協が先頭にたって取り組んでく

れるのはいいね」と好評でした。また、27 日から

始まった「組合員のつどい」では、紙芝居などわか

りやすい資料を使って、支援制度拡充の必要性を訴

えています。組合員さんへの呼びかけ以外に、お取

引業者さんにも署名をお願いするなど本格的に署

名回収が始まりました。わずか 1 ヶ月で 8,776 筆も

の署名を回収。この勢いで目標の 10 万筆にむけて

がんばっています。 

＜＜＜＜回収署名数回収署名数回収署名数回収署名数＞＞＞＞    

    引き続き各団体の報告をお願いしま引き続き各団体の報告をお願いしま引き続き各団体の報告をお願いしま引き続き各団体の報告をお願いします。す。す。す。     

※（ ）は実際の署名は届いてないが事務局で報告を受けて

いる分。（順不同・敬称略） 

・ＮＰＯ法人岩手県地域婦人団体協議会 1,628 筆／岩手

県農業協同組合中央会（737）筆）／岩手県学校生協（7559

筆）／盛岡医療生協（3000 筆）／生活クラブ生協 1075

筆／岩手県信用農協連合会 144 筆／岩手県厚生農協連合

会 191 筆／全農岩手県本部 262 筆／全国共済農協連合会

岩手県本部 81 筆／岩手県信用 

漁協連合会 59 筆／新日本婦人 

の会岩手県本部 200 筆／ 

岩手県農民連（86 筆）／ 

いわて生協（8776 筆）など 

県議会請願県議会請願県議会請願県議会請願はははは採択採択採択採択にににに！！！！    

10 月３０日現在 

23,21623,21623,21623,216 筆筆筆筆    

いわて生協全店で職員が交代で店頭に立ち署名の呼び

かけ。「ぜひとも署名を国会に届けてくださいね」と被

災者からの切実な声をかけられる場面もありました 

全国では全国では全国では全国では    

青森県 18,110 筆、山形県 10,909 筆、宮城

県 59,233 筆、福島県 5,350 筆、全国から

64,780 筆など、岩手県を含めると 

18181818 万万万万 1,5981,5981,5981,598 筆。筆。筆。筆。やっと 2 合目見えました。 

協議会では、10 月の県議会に、署名内容

と同じ要望の意見書を国に出すよう請願し

ていましたが、10 日の本会議でみごと「採

択」されました。 

支援金は 500 万円に拡充してほしいなど

明確な金額を書いて意見書が採択されたの

は画期的です。今後は県選出の国会議員に

紹介議員を頼むよう事務局では働きかけて

いきます。 


